
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
学
期
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て 

 

始
業
式
で
は
、
校
長
よ
り
一
冊
の
絵
本

を
紹
介
し
ま
し
た
。『
は
じ
め
て
の
「
よ
の

な
か
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
お
や
く
そ
く
え
ほ

ん
』
と
い
う
絵
本
で
す
。 

絵
本
の
中
に
は
、
「
不
機
嫌
で
い
な
い

こ
と
」
や
「
自
分
を
好
き
で
い
る
こ
と
」

な
ど
、
日
々
の
生
活
の
中
で
大
切
に
し
た

い
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
た

ち
は
自
分
自
身
や
周
り
の
人
と
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。 

こ
の
絵
本
が
伝
え
て
い
る
の
は
、
「
自

分
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
も
大
切
に
す

る
こ
と
」
や
、「
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
言

葉
に
し
な
け
れ
ば
相
手
に
は
伝
わ
ら
な

い
」
と
い
う
、
と
て
も
身
近
で
大
切
な
こ

と
で
す
。
学
校
生
活
は
、
こ
う
し
た
こ
と

を
日
々
の
中
で
学
び
、
実
践
し
て
い
く
場

で
も
あ
り
ま
す
。 

 

友
だ
ち
の
話
を
最
後
ま
で
聞
く
こ
と
、

意
見
が
違
っ
て
も
お
互
い
を
認
め
合
う

こ
と
、
困
っ
て
い
る
人
に
そ
っ
と
声
を
か

け
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
言

葉
で
伝
え
る
こ
と
。
こ
う
し
た
毎
日
の
積

み
重
ね
が
、
生
徒
一
人
一
人
の
成
長
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

３
学
期
も
「
昨
日
の
自
分
よ
り
、
ほ
ん

の
少
し
成
長
し
た
自
分
」
を
目
標
に
、
前

向
き
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

教
職
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒
た
ち

の
成
長
を
温
か
く
見
守
り
、
支
え
て
ま
い

り
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

校
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輝く未来 第１１号 苓北中だより 

令和８年１月２９日 

文責：淀川 
「苓北中（苓北町）大好きです」と自信と誇りを持って言える生徒 学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

合唱コンクール 

 

受検に向けた面接練習を通して感じたこと 
３学期に入り、私立高校や通信制高校の受検が始まり、いよいよ来週には県立高校の前期選抜入試が

行われます。前期選抜入試では面接が実施されるため、受検生はその練習に真剣に取り組んでいます。 

面接練習では、入室の仕方や動作、態度、受け答え、回答の内容など、さまざまな観点からアドバイ

スを行っています。何度も練習を重ねる中で、自分のよさに気付いたり、高校生活や将来のビジョンに

ついて考えがまとまってきたりします。 

そして、ある時を境に、受検生の雰囲気が変わってきます。緊張感の中にも笑顔が見られるようにな

り、追発問にも堂々と答えられるようになります。そのような状態に入った受検生は、想定外の質問に

対しても、説得力のある回答ができるようになります。 

これまでは小学校や中学校の中で行われてきたテストでしたが、今後は高校入試という大きな試練に

挑むことになります。人生における初めての大きな挑戦とも言えるでしょう。自分を信じて、最後まで

頑張ってほしいと思います。そのためにも、感染症に十分気を付け、受検当日を健康な状態で迎えるこ

とが何より大切です。「人事を尽くして天命を待つ」受検生たちに、心からエールを送ります。 

３学期授業参観・ＰＴＡ総会のご案内 

 令和８年２月６日（金）に次の日程で、３学期授

業参観・ＰＴＡ総会等を開催します。 

保護者の皆様には、お忙しい中ですが、ぜひご出

席いただきますようお願い申しあげます。 

●受付、チャレンジ販売会（体育館）１３：１０～ 

●授業参観（各教室等）      １３：５５～ 

●ＰＴＡ総会及び運動・文化活動育成会総会 

                 １４：５５～ 

●各学年・学級懇談会       １５：５５～ 

  

登本 洋子 先生による授業参観 

１月１４日（水）５時間目に、東京学芸大学准教

授の登本洋子先生をはじめ、苓北町教育委員会の皆

様に本校の授業の様子を参観していただきました。

また、参観後には、授業づくりや校内研究の内容等

についてご助言をいただきました。 

令和８年度の２学期には、苓北町教育委員会指定

の研究発表を開催する予定です。今回いただいたご

助言を参考にしながら、授業づくりについて研究を

進めていきたいと考えています。 

生徒会リーダー研修        ３学期始業式         登本先生参観授業 



 

熊日新聞の「読者のひろば」若者コーナーに掲載された生徒作文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他国のマナー 互いに学ぼう 岳本莉音、中学１年生 熊本日日新聞 ２０２５年１２月２０日  

最近、日本に外国人の方が来ることが多くなったと感じます。ニュースだけで 

なく、私の住む町でも外国人の方を見かけることがあります。外国人の方が日本 

に興味を持ち、文化を学ぼうとしているのは良いことだと思います。また、人手 

不足に悩む福祉や農業などの産業を支えてくださるのもうれしいことです。日本 

の文化を学び、産業を支えてくださる外国人の方を誇らしく思います。 

しかし、外国人の方が多くなることで、マナーやルールの違いから問題が起き 

ることがあると聞いたことがあります。例えば、公共の場所で大きな声を出した 

り、ごみをポイ捨てしたりする人もいるそうです。美しい自然や町の景色が壊れてしまうのは残念なこ

とです。しかし、それは私たち日本人にも当てはまることだと思います。日本の文化や環境を守るため

には、外国人の方にマナーやルールを伝えると同時に、私たちも外国の文化やマナー、ルールを学ぶこ

とが大切だと思います。そうすることで相互理解が生まれ、日本人も外国人も安心して過ごせる国にな

っていくと思います。 

そのために、私は笑顔であいさつをしたり、優しく話しかけたりできるようになりたいと思います。

日本の文化や環境を守りながら、外国人の方も親しめる町、そして国にしていけたら良いと思います。 

農業営む両親、大変さ知った 田中花奈、中学１年生 熊本日日新聞 ２０２５年１２月２３日  

私の両親は農家として働いています。家では一年を通して野菜や果物、主にレ 

タスやオクラ、お米、みかんなどを栽培しています。この前、休みの日に母が体 

調を崩したので、手伝いをしました。冬になるとレタスを作るので、レタスの苗 

植えを手伝いました。機械に乗って、苗を植える作業でしたが、思っていた以上 

に大変できつかったです。 

今までは見ていただけでどんな仕事かわかりませんでした。最初は集中して作 

業できていましたが、午後からは風も吹いていて、どんどん集中力が切れていき 

ました。実際にやってみて、両親がいつもこのようなことをしていたと知って、尊敬しました。また、

農業はその時の天気などによっても、育てていく計画が変わり、さらに大変になります。それほど農業

は時間と人の力が必要で、少しでも誰かができなくなれば計画通りにいかず、限られた時間の中で仕事

をしなければなりません。改めて農業の大変さを知りました。そのような中で、両親は私たちの前では

明るく元気にふるまって、本当にすごいと思いました。特に母は家事と仕事の両立をしていて、すごい

です。 

これからは、できるだけ時間があるときに家事の手伝いをしたり、休みの日は仕事の手伝いをしたり

しようと思いました。また、今までよりも多くの感謝を家族に伝えていきたいです。 

上達する喜び、太鼓練習に熱 岡野朱莉、中学１年生 熊本日日新聞 ２０２６年１月５日  

私は中学生になってから「天領太鼓」を始めました。天領太鼓は、2022年度か 

ら苓北中学校で復活させたものです。10月の富岡城お城まつりに向けて、6月ご 

ろから天領祝い太鼓をたたくための練習を始めました。 

私の役割は太鼓ではなく「竹」です。竹はリズムをとる役割があります。最初 

は基本打ちの練習からでした。リズムを取れるように練習を積み重ねました。基 

本打ちが終わると、曲の練習をしました。ほとんどが基本打ちのリズムと一緒で 

したが、1人で打つソロの部分があったので、特に練習を頑張りました。 

一通りたたけるようになったので、次は強弱をつけることを意識してたたきました。練習を重ねてい

くうちに、少しずつ上手になっていくことが実感できて、うれしかったです。いよいよ本番になりまし

た。本番直前の練習で一度ミスをしてしまったので、とても緊張しました。最初にたたいた時、いつも

の響きがなく、音が小さく感じました。だからいつもより強くたたきました。いつもより上手にたたく

ことができ、練習の成果を発揮して楽しく演奏できたのでよかったです。 

これからも、多くのイベントへの出演に向けて、練習を頑張っていきたいです。 


